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日本における精神科病院開放化は 2 期に分かれるとされている。第 1 次精神科病院開放化は
1950 年代国立肥前療養所を皮切りに （1），公的病院や大学病院での実践がいくつか見られた。し




気運が再度高まった。これが第 2 次開放化といわれる 1970 年前後の動きである。この時期は



























間は 1969 〜 1984 年までの 15 年に及ぶ。
精神科スタッフは医師（病棟医長）1 名，看護婦・看護助手（以下看護）14 名（うち助手 3 名），






































ているが，ジョーンズが日本に紹介されたのは 1977 年である。村田はそれをさかのぼる 1970
年から手作りで試行錯誤の開放化と全員参加の開かれた病棟運営を開始し，1976 年にすでに







「西城川」は 1970 年 11 月 15 日に創刊された。創刊号に寄せられた村田（以下病棟医長）の
文章には「医者だ患者だとの区別なしにこの病棟で生活する者全員の自由な発言の場にしよう
というくらいの気持ちで始めた」と書かれている。初期は患者や職員の俳句，詩や雑文で埋め








た 15 年間の治療共同体の実践を 4 期に分けて検討していく。
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者の問題意識こそがこの後の「西城川」を支え続け
たのだと思われる。発刊後 1 〜 2 年になると内容に









































第 230 回 M「薬の副作用について。結婚等に差しさわりはないのか」「治療に対するそれぞれの考え」「入退院
の条件」・第 231 回 M「毎日の生活はどうあるべきか」「自分の性格の良い点悪い点」・第 235 回 M「飛び降り
自殺未遂が続いたがどうして起こるのだろう」・患者行事感想・家族便り
31 1973/6 PSW「精神障害者の地域福祉……社会福祉学会四国部会での発表」・第 235 回 M「病気を治す態度について」
32 〜 33 1973/7
外来患者「退院者からの社会復帰体験」・第 250 回 M「毎日の治療をどう受け止めているか」・第 251 回 M「精
神科入院で何を得たか？」
34 1973/8
文芸部患者アンケート実施のまとめ「患者は何を望んでいるか」回収結果掲載・第 256 回 M「患者と家族はう














毎冊 60 ～ 80 頁を数える。病棟全員が半日かけて印刷製
本し，各部屋，スタッフ，家族，外来患者院内，行政機関，
他病院，全家連，患者会，社会復帰施設等に送付した。
1970 年代から 1980 年代における治療共同体の一実践（篠原由利子）
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全家連雑誌 79 号記事の転載「精神障害者対策はこれでよいのか」・外勤者 M「外勤の目標と社会評価」・第
307 回「今までの治療生活のなかで良くなった点」
41 1974/4












研修」・各病室 M（部屋担当Ｎ s と患者の話し合い）・PSW「グループ家族会から」）・第 380 回 M「闘病生活




















第 539 回 M「ミーティングの時の看護の参加の仕方（参加意識があまり感じられない）」・看護「全患者に対す
る現金所持の試み（中・四国神経学会発表論文転載）」・病棟医長「バザー 2 年目」・家族「全体家族会わかば
会に出席して」・PSW「病棟の一年を振り返って（マンネリ化を考える）」・看護「看護申し送り公開化につい




PSW「精神科をめぐる問題の経過：我々が守るべき精神医療（1976 年 12 月から続く町当局とわかば会代表，
スタッフとの交渉の経過と朝日新聞で開放医療を紹介）」病棟医長「私の勲章」・PSW「精神科問題が教えたも
の」
















（76 〜 80 号合併特集）・特集患者原稿「回復への道標」・看護「ともに生活を通しての看護者の在り方」「精神














第 743 回ミーティング「公開申し送りについて（事実と違う申し送りがされていた件）」・PSW「OTA スクー
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病棟医長「人間関係の不思議さ 2」・第 903 回 M「病室内での喫煙・飲酒について」・PSW「英国『開放』病院
の見学報告（米国精神科病院院長等の視察報告の翻訳）」・看護・家族「県精神衛生研修会参加報告」患者も参加・
PSW 退職


























病棟医長「クラーク博士来棟始末記」・井上正吾先生「クラーク博士からの手紙」・第 1012 回 M「クラーク博
士来棟の感想」・家族「精神病者を持つ家族の心」・病棟医長「クラーク博士を囲んで」・治療共同体と従来の
病棟運営との違い・第 12 回広家連大会に参加して」看護 2，患者 6，家族 2 から投稿・地域精神医療論文転載・






































155 1984/11 最後の「西城川」この後廃刊（全 12 頁）
第 2 期 ：治療共同体構築の時期（25 号～ 68 号）１972 年 １2 月～ １977 年 5 月







































たもの，49 〜 50 号では「自分たちの自由を維持するためには何が必要なのか」「如何なると
ころが社会人と違っているか」「社会で通用しない弱点はどういうところか」など視点を自分
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5 月 病棟行事についての感想 県民の森飯盒炊爨
6 月 病院・患者・家族相互の責任について 七塚原一泊研修
7 月 外勤作業・職親を囲んで社会復帰の話
8 月 外泊時、退院後の患者と家族のあり方 バザー
9 月 休会 病棟運動会
10 月 再発のとらえ方、活かし方、防ぐこと 帝釈峡紅葉狩り
















19 篇，外来患者は 5 篇，家族からは 9 篇の原稿が集まっており，看護からも「私にとっての













の時期の「西城川」編集部の文芸部構成は患者 7 名　スタッフ PSW 1 名，看護 3 名，外来受
付 1 名，ボランティア 1 名である。この第 3 期は治療共同体が定着し活動や治療効果がめざま
しく成果をみせた最盛期であるといえよう。
第 4 期 ： 治療共同体の病棟外への拡がりと主要スタッフの転出（１03 号～ １43 号）１980 年 7
月～ １983 年 １１ 月
103 号（1980. 7）にはこれまでの精神科婦長が総婦長になり，新たに外科系の婦長が転任し
てくる（この婦長は 1 年足らずで退職）。同年 10 月に今度は PSW が退職し治療共同体におい
てその推進的な役割を果たしてきた主要スタッフの後任問題が発生している。107 号・108 号
（1980. 11 〜 12）をみると，退職した PSW の後任の補充をめぐって患者・家族会が行政当局















位置で病棟の問題や社会的な課題を取り扱っている。しかし 1983 年 11 月に 15 年の足跡を残
して病棟医長が開業のために病棟を去る。この事実も病棟ミーティングで切実に話し合われて


















































































研修等で交流のできた病院や各機関に合計 80 〜 90 冊を送付している。配布先は病院内職員，




























































































































































































  2014 年 12 月に逝去された村田穣也先生のご冥福をお祈りします。
〔注〕
（1）  座談会 : 精神病院の開放制（オープン・ドア・システム）とはなんであったのか――伊藤正雄先生（元
国立肥前療養所長）に聞く．精神医療，Vol.5 No.1 通巻 19，岩崎学術出版社，1976，pp.52-64.
（2）  浅野弘毅 : 精神医療論争史．批評社，2000，pp.98-108.
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